
３年に１回見直しが行われる介護保険事業計画と保険料が明らかになりまし

た。新しい保険料は、月額4,177円 年額50,124円となり、1.17倍となります。

後期高齢者医療の保険料も、所得割額で7.85％から8.55％に。均等割額で

41,844円から43,150円となり、年額平均約4,400円ほどの値上げとなります。

年金が下がる中での値上げは、家計に大きな負担増となります。

新しい介護保険料の内訳

基準月額３，７７８円が、24年度以降 ４，１７７円に。

所 得 階 層 別 保 険 料 （年間保険料は端数切り捨てに）

階層 世帯の収入の状況 基準額に対する割合 年間保険料

１段階 生活保護・非課税世帯で老齢福祉年金の方 0.5 25,000円

２段階 市民税非課税世帯で合計所得金額と

課税年金収入額の合計が８０万円以下の方 0.5 25,000円

３段階－１ 市民税非課税世帯で合計所得金額と課税

年金収入額の合計が８０万円超１２０万円以下 0.65 32,500円

３段階－２ 市民税非課税世帯で３段階―１以外の方 0.75 37,500円

４段階－１ 市民税課税世帯で、本人は非課税で合計所得

金額と課税年金収入額が８０万円以下の方 0.83 41,600円

４段階－２ 市民税課税世帯で 本人非課税８０万円超 1 (基準額) 50,100円

５段階 本人が市民税課税で合計所得金額が

１２５万円未満の方 1.16 58,100円

６段階 本人が市民税課税で合計所得金額が

１２５万円以上１９０万円未満の方 1.25 62,600円

７段階 本人市民税課税で合計所得１９０万円以上

３００万円未満の方の方 1.5 75,100円

８段階 本人が市民税課税で合計所得金額３００万円

以上５００万円未満の方 1.75 87,700円

９段階 本人が市民税課税で合計所得金額

５００万円以上 1.80 90,200円

介護保険料・後期高齢者医療は値上げ！新年度予算を発表

３月議会は２月２４日から３月１４日まで
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新年度の予算が発表されました。

２４日から始まった議会で審議されます。

大きい！年少扶養控除廃止の影響

今年の一般会計予算の歳入は、子ども手当

の財源として年少扶養控除が廃止されるた

めに、江南市としては、２億６０００万円ほどの

増収となり、その分市民の負担が増えること

になります。

一方子ども手当は、昨年１０月から１３，０００

円が１０，０００円に減額となっています。（３歳

未満児は15,000円）

鉄道高架事業に5億9000万円余

歳出では、布袋地域の区画整理事業が１件

の移転家屋を残すのみとなり、前年比約２億

円の減額となったのに対し、鉄道高架事業費

５億９２３３万円（内名鉄への負担金５億３５００

万円）や、布袋本町通り線改良事業２億２５８８

万円など鉄道高架関連事業費が一気に膨ら

み財政を圧迫することになります。

今後財政負担が予想される、宮田導水路の

上部利用計画の実施設計費として１０００万円

のうちの江南市負担分（２５％）２５０万円が計

上されています。

住宅リフォーム助成が継続

市民要望との関連では、

昨年好評だった住宅リフォー

ム助成制度が事業費１０００

万円（１０万円以上の工事費

の１０％、限度額１０万円）と

規模を縮小して計上されました。

江南駅のトイレの改修や雨除けの屋根の設

置、防犯灯にLEDの設置費補助の新設、浸水

対策として雨水貯留槽や浸水防止柵などの

補助率を９０％に引き上げます。

詳しい内容は順次お知らせします。

確定申告はお済みですか
３月１ ５日までに申告を済ませましょう。

● 年金４００万円以下の方でも、国民健康保険税などの社会保険料や、生命保

険や地震保険料など申告することで税金の還付を受けることができます。

また市・県民税に反映されます。

● 家族の医療費や介護費用も合算して控除の対象になります。

● 介護認定を受けている方がいる世帯では、申請をすると障害者控除の対象

となります。（まず江南市高齢者生きが

い課に申請してください）

● 震災救援募金や社会福祉法人、政党への

寄付なども２０００円以上が控除の対象とな

りました。

それぞれ寄付した先の領収書や送り

状など証明するものが必要です。

・ 震災募金については、赤十字社や共同募

金会、被災自治体への募金が対象となります。

。 ３月議会の日程
２月２４日（金）本会議 開会 議案上程

２月２７・２８日 議案精読のため休会

２９日（水）本会議 一般質問

３月１日（木）本会議 一般質問

２日（金）本会議 一般質問

５日（月）本会議 議案質疑

６日（火）本会議 議案質疑

７日（水）委員会

８日（木）休会

９日（金）委員会

１２日（月）休会

１３日（火）休会

１４日（水）本会議 最終日 採決


